
一　
Ｊ
Ａ
の
役
員
と
は

　

Ｊ
Ａ
の
役
員
と
は
、
Ｊ
Ａ
の
機
関
で
あ
る

経
営
管
理
委
員
会
・
理
事
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
経
営
管
理
委
員
、
理
事
お
よ
び
監

事
を
い
い
ま
す
。
常
勤
・
非
常
勤
の
区
別
、

員
内
・
員
外
の
区
別
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
同

じ
権
限
を
も
ち
責
任
を
負
い
ま
す
。

　

法
人
（
Ｊ
Ａ
）
の
意
思
決
定
は
、
こ
の
機

関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
業
務
執
行
が
な
さ
れ

る
の
で
す
。

二　
狭
義
と
広
義
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

　

近
年
よ
く
耳
に
す
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」
と
は
、
一
般
的
に
は
「
法
令
遵
守
」
と

い
わ
れ
、
役
職
員
が
負
う
べ
き
刑
事
、
民

事
、
行
政
上
の
法
令
等
に
従
う
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
狭
義
の
意
味
で

あ
っ
て
、
実
際
に
は
よ
り
広
い
範
囲
を
含
め

て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

広
義
に
は
、「
社
会
規
範
の
遵
守
」
を
意

味
し
ま
す
。
情
報
化
が
進
展
し
、
誰
で
も
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
な
現
代
に
お
い

て
は
、
法
令
等
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
何
を
し

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
的
存
在
で
あ
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
地
域

社
会
の
一
構
成
員
と
し
て
、
法
令
等
の
み
な

ら
ず
社
会
規
範
を
遵
守
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
最
広
義
に
は
、「
Ｊ
Ａ
綱
領
（
経

営
理
念
）
に
沿
っ
た
取
組
み
を
行
う
」
と
い

う
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
、
な
ぜ
し
き
り
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
重
要
」
と
い
わ
れ
る
の
か
と
い
う

解説
Ｊ
Ａ
役
員
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役
割
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

響法律事務所
弁護士　岸田 麻希

2015 年弁護士登録（第二東京弁護士会所
属・67 期）、同年響法律事務所入所。主な
取扱い分野は、コンプライアンス、中小
企業の事業再生、倒産法、債権回収など。
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債
権
の
差
押
命
令
は
、
適
法
か
。

　

Ｚ
銀
行
は
、
首
都
圏
・
関
西
圏
を

中
心
に
十
数
店
舗
を
設
け
て
い
る

が
、
預
金
債
権
の
差
押
命
令
の
送
達

を
受
け
た
場
合
、
一
般
的
に
、
同
命

令
に
お
い
て
取
扱
店
舗
を
特
定
し
て

い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
本
店
等

担
当
部
署
に
お
い
て
差
押
債
務
者
の

氏
名
と
住
所
に
よ
り
全
店
検
索
を
行

っ
て
被
差
押
債
権
の
特
定
を
行
っ
て

お
り
、
被
差
押
債
権
の
特
定
に
格
別

の
負
担
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
差
押

命
令
の
申
立
て
は
、「
被
差
押
債
権

の
特
定
に
欠
け
る
」
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

預
貯
金
債
権
の
差
押
申
立
に
つ
い

て
、
取
扱
店
舗
を
特
定
し
な
い
で
、

①
店
舗
番
号
の
若
い
順
、
②
預
貯
金

額
の
多
い
順
等
の
順
位
を
つ
け
て
全

店
の
預
貯
金
を
対
象
と
し
て
申
立
て

る
方
式
を
「
全
店
一
括
順
位
付
け
方

式
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
預
貯
金

決
定
要
旨

解

　説

【
事
案
】

　

Ｘ
は
、
Ｙ
の
Ｚ
銀
行
の
預
金
債

権
に
つ
き
、
取
扱
店
舗
を
特
定
し

な
い
で
、
店
舗
番
号
の
若
い
順
な

ど
の
順
位
を
つ
け
て
、
差
押
債
権

額
に
満
つ
る
ま
で
の
差
押
え
（
本

件
差
押
）
を
申
し
立
て
た
。

〈
争
点
〉

　

取
扱
店
舗
を
特
定
し
な
い
預
金

取
扱
店
舗
を
特
定
し
な

い
預
金
債
権
差
押
の
適

法
性
　（
名
古
屋
高
金
沢
支
決

平
成
三
〇
・
六
・
二
〇
金
融
・

商
事
判
例
一
五
五
二
号
四
三

頁
。
本
誌
五
八
〇
号
五
六
頁
参

照
）

（
貯
金
）

特 別 企 画━ 2 0 1 9年━

重要判例解説ダイジェスト
2019 年も、金融界に大きな影響を及ぼす判例が数多く出され
ました。12 月号では、毎年恒例の特別企画として、重要判例
をダイジェストで紹介いたします。本誌や判例誌に掲載された
もののうち、ＪＡの業務に深く関わる 13 の判例解説を、１年
間のおさらいとしてご活用ください。

弁護士
（元大阪高等裁判所判事）

黒田 直行

〈掲　載　項　目〉
１．取扱店舗を特定しない預金債権差押の適法性
２．相続預金に関する個人情報開示請求の可否
３�．共同相続人の一人が相続貯金全額を払い戻した場合と他の
共同相続人に対する不当利得返還義務

４．高齢の失語症患者による連帯保証と意思能力

５．所有権留保動産に対する譲渡担保の効力

６．共有遺産の取得時効の成否
７．相続分譲渡と遺留分減殺
８�．内容証明郵便による催告書の留置期間満了による返戻と催
告の到達の有無

９．株式に対する強制執行の破産手続開始による失効
10．振替株式の遺産共有持分に対する強制執行
11．年金保険債権の差押禁止

12．破産申立予定通知の休日における投函と相殺の可否

13�．農協の組合員に対する系統外出荷への制限と独占禁止法違
反

貯
　
金

貸
付
・
保
証

担
　
保

管
　
理

回
　
収

倒
　
産
そ
の
他

１
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仕
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

受
け
取
れ
る
年
金
額
の�

�

決
め
方

◆
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳

ま
で
の
四
〇
年
間
で
何
ヵ
月
、
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
か
に
よ
り

受
け
取
れ
る
年
金
額
が
変
わ
り
ま

す
。
最
高
で
年
間
七
八
万
一
〇
〇
円

（
四
〇
年
間
す
べ
て
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
の
満
額
で
、
物

価
の
変
動
等
に
よ
る
改
定
率
の
変
動

を
考
慮
し
な
い
場
合
）
を
受
給
す
る

2

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
図
表
１

の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
全
国
民
が
二
〇
歳
に

な
る
と
自
動
的
に
加
入
す
る
仕
組
み

で
、
公
的
年
金
の
ベ
ー
ス
に
当
た
り

ま
す
。
そ
し
て
、
厚
生
年
金
は
企
業

等
に
勤
務
し
て
い
れ
ば
原
則
的
に
加

入
す
る
制
度
で
す
（
た
だ
し
、
後
述

す
る
よ
う
な
例
外
が
あ
る
）。
厚
生

年
金
は
国
民
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る

年
金
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
自

営
業
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
と
ど

ち
ら
か
片
方
に
加
入
す
る
と
い
っ
た

　「
老
後
の
生
活
資
金
は
二
〇
〇
〇

万
円
足
り
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
金

融
庁
報
告
書
案
の
表
現
が
メ
デ
ィ
ア

で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
公
的
年
金
の

財
政
検
証
結
果
も
公
表
さ
れ
た
こ
と

で
公
的
年
金
へ
の
不
安
を
感
じ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
は
「
二
〇
二
〇
年
の
年
金

知
識
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
推
進
の
際
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
公
的
年
金
の
基
礎
知
識
や
現

在
、
厚
生
労
働
省
が
検
討
し
て
い
る

法
改
正
の
方
向
性
を
ま
と
め
ま
し

た
。

年
金
の
相
談
を
さ
れ
た
と

き
に
役
立
つ
基
礎
知
識

　
年
金
は
仕
組
み
が
複
雑
で
苦
手
意

識
を
持
つ
方
も
多
く
、
い
き
な
り
法

改
正
の
方
向
性
を
理
解
す
る
の
も
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
組
合

員
の
方
か
ら
相
談
さ
れ
た
と
き
に
も

役
立
つ
よ
う
、
公
的
年
金
の
基
礎
知

識
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の

「
二
階
建
て
」

　
公
的
年
金
は
よ
く
「
二
階
建
て
」

11

解説

二
〇
二
〇
年
の

　
　
知
識
・
　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

法

株式会社ＩＩＣパートナーズ
ＪＡ退職給付監査対策室

大森 祥弘

ＪＡに向けて退職金制
度・企業年金制度に関
するアドバイザリー業
務を行っている。ＪＡ
共済連全国本部出身。

年
金
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